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GREトンネル IP送信元および宛先 VRFメンバーシップの
制約事項

•トンネルの両端は同じ VRF内に存在する必要があります。

• tunnel vrfコマンドで関連付けられた VRFは、トンネルがパケットを送信する際に経由す
る物理インターフェイスに関連付けられている VRFと同じです（外部 IPパケットルー
ティング）。

• ip vrf forwardingコマンドを使用してトンネルに関連付けられた VRFは、パケットがトン
ネルを出る際に転送される VRFです（内部 IPパケットルーティング）。

•この機能では、マルチキャストトンネルを通過するマルチキャストパケットのフラグメ
ンテーションはサポートされません。

•この機能では、ISIS（Intermediate System to Intermediate System）プロトコルはサポートさ
れません。

• IPv6 ICMP応答パケットは、IPv4 GREトンネルではサポートされていません。
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GREトンネル IP送信元および宛先 VRFメンバーシップに
ついての情報

この機能では、トンネルの送信元と宛先を任意のバーチャルプライベートネットワーク（VPN）
ルーティングおよび転送（VRF）テーブルに所属するように設定できます。VRFテーブルに
は、各VPNのルーティングデータが保管されます。VRFテーブルでは、ネットワークアクセ
スサーバー（NAS）に接続されているカスタマーサイトの VPNメンバーシップを定義しま
す。各 VRFテーブルは、IPルーティングテーブル、派生したシスコエクスプレスフォワー
ディング（CEF）テーブル、およびルーティングテーブルに含まれる情報を制御するガイドラ
インおよびルーティングプロトコルパラメータから構成されます。

以前は、GRE IPトンネルでは IPトンネルの宛先がグローバルルーティングテーブルに含ま
れている必要がありました。この機能の実装により、トンネルの送信元と宛先が任意の VRF
に所属するよう設定できます。既存の GREトンネルと同様、トンネルの宛先へのルートが定
義されていない場合は、トンネルはディセーブルになります。

GREトンネル IP送信元および宛先 VRFメンバーシップの
設定方法

GREトンネル IP送信元および宛先VRFメンバーシップを設定するには、次の手順を実行しま
す。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。enable

例：

ステップ 1

•パスワードを入力します（要求され
た場合）。Device>enable

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device#configure terminal

指定したインターフェイスのインター

フェイスコンフィギュレーションモー

ドを開始します。

interface tunnelnumber

例：

Device(config)#interface tunnel 0

ステップ 3

• numberはトンネルインターフェイ
スに関連付けられた番号です。
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目的コマンドまたはアクション

バーチャルプライベートネットワーク

（VPN）ルーティングおよび転送
ip vrf forwardingvrf-name

例：

ステップ 4

（VRF）インスタンスをインターフェイ
Device(config-if)#ip vrf forwarding
green スまたはサブインターフェイスに関連付

けます。

• vrf-nameは VRFに割り当てられる
名前です。

インターフェイスIPアドレスとサブネッ
トマスクを指定します。

ip addressip-address subnet-mask

例：

ステップ 5

• ip-addressでインターフェイスの IP
アドレスを指定します。

Device(config-if)#ip address 10.7.7.7
255.255.255.255

• subnet-maskでインターフェイスの
サブネットマスクを指定します。

トンネルインターフェイスの送信元を

指定します。

tunnel source {ip-address |type number}

例：

ステップ 6

• ip-addressでトンネル内のパケット
の送信元アドレスとして使用する

IPアドレスを指定します。

Device(config-if)#tunnel source loop
0

• typeでインターフェイスのタイプ
（シリアルなど）を指定します。

• numberでポート、コネクタ、また
はインターフェイスカードの番号を

指定します。この番号は、設置時、

またはシステムへの追加時に、工場

で割り当てられます。また、show
interfacesコマンドを使用して表示
できます。

トンネルの宛先を指定します。tunnel destination {hostname|ip-address}

例：

ステップ 7

• hostnameで宛先ホストの名前を指
定します。Device(config-if)#tunnel destination

10.5.5.5

• ip-addressで宛先ホストの IPアドレ
スを指定します。
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目的コマンドまたはアクション

特定のトンネル宛先に VPNルーティン
グおよび転送（VRF）インスタンスを関
連付けます。

tunnel vrfvrf-name

例：

Device(config-if)#tunnel vrf finance1

ステップ 8

• vrf-nameは VRFに割り当てられる
名前です。

GREトンネル IP送信元および宛先 VRFメンバーシップの
設定例

次に、VRF greenを使用してインターフェイス e0で受信されたパケットを、VRF blue
を使用し、インターフェイスe1を通じてトンネルから外部へ転送する例を示します。
ip vrf blue rd 1:1

ip vrf green rd 1:2

interface loop0
ip vrf forwarding blue
ip address 10.7.7.7 255.255.255.255

interface tunnel0
ip vrf forwarding green
ip address 10.3.3.3 255.255.255.0 tunnel source loop 0
tunnel destination 10.5.5.5 tunnel vrf blue

interface ethernet0
ip vrf forwarding green
ip address 10.1.1.1 255.255.255.0

interface ethernet1
ip vrf forwarding blue
ip address 10.2.2.2 255.255.255.0

ip route vrf blue 10.5.5.5 255.255.255.0 ethernet 1

その他の参考資料
表 1 :関連資料

マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Switching Services Configuration
Guide, Release 12.2』の「Configuring
Multiprotocol Label Switching」の章

VRFテーブル
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マニュアルタイトル関連項目

『Cisco IOS Interface Configuration Guide,
Release 12.2』

トンネル

Generic Routing Encapsulation（GRE）トンネル IP送信元お
よび宛先 VRFメンバーシップの機能履歴

次の表に、このモジュールで説明した機能に関するリリース情報を示します。この表は、ソフ

トウェアリリーストレインで各機能のサポートが導入されたときのソフトウェアリリースだ

けを示しています。その機能は、特に断りがない限り、それ以降の一連のソフトウェアリリー

スでもサポートされます。

表 2 : Generic Routing Encapsulation（GRE）トンネル IP送信元および宛先 VRFメンバーシップの機能履歴

機能情報リリース機能名

Generic Routing Encapsulationトン
ネルの IP送信元および宛先のVRF
メンバーシップ機能では、トンネ

ルの送信元および宛先が任意の

バーチャルプライベートネット

ワーク（VPN）ルーティングおよ
び転送（VRF）テーブルに属する
ように設定できます。

Cisco IOS 16.6.1Generic Routing Encapsulationト
ンネル IP送信元および宛先
VRFメンバーシップ
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


